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前
日
か
ら
の
雨
も
や
み
、
ど
ん
よ
り
と
し
た

雨
雲
が
飛
鳥
一
面
を
覆
っ
て
い
た
昭
和
47
年
3

月
21
日
、
村
内
で
小
さ
な
古
墳
の
調
査
が
行
わ

れ
て
い
た
。
古
墳
の
名
前
は
高
松
塚
古
墳
。
当

時
、「
高
松
塚
」
の
名
を
聞
い
て
そ
の
存
在
を

知
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
お
昼
を
30

分
ほ
ど
過
ぎ
た
頃
、
墳
丘
に
開
い
た
小
さ
な
穴

か
ら
千
数
百
年
の
時
空
を
超
え
て
16
人
も
の
飛

鳥
人
が
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。
高
松
塚
の
名

は
瞬
く
間
に
全
国
を
駆
け
巡
り
、
飛
鳥
ブ
ー
ム

が
沸
き
起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
飛
鳥
人
の
出
現
は

そ
の
後
の
明
日
香
村
の
方
向
性
を
導
き
出
し

た
。
壁
画
発
見
を
契
機
と
し
て
「
明
日
香
法
」

が
制
定
さ
れ
、
飛
鳥
地
域
の
遺
跡
や
歴
史
的
景

観
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
村

内
全
域
が
遺
跡
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

で
継
続
的
な
調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
、
日
本

の
国
家
形
成
の
歩
み
が
今
、
解
明
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
壁
画
発
見
か
ら
来
年
で

ち
ょ
う
ど
50
年
。
半
世
紀
前
、
開
発
の
波
か
ら

飛
鳥
を
救
っ
た
飛
鳥
人
た
ち
の
思
い
は
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
と
受
け

継
が
れ
、「
日
本
の
飛
鳥
か
ら
世
界
の
飛
鳥
へ
」

と
今
、
ま
さ
に
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
　（
明
日
香
村
文
化
財
課
　
西
光
慎
治
）

飛
鳥
人
降
臨

‒
高
松
塚
古
墳
壁
画
発
見
50
周
年
‒
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日本人の心のふるさと　〜その保存と未来のために〜

収穫の喜び（飛鳥）

石舞台に彩りそえて（島庄） 写真／加藤秀行

昭和４５年

３月 松下 幸之助氏が佐藤総理に飛鳥の荒廃を
訴え、その保存措置を要請。

５月 佐藤総理とその他の関係閣僚が飛鳥現地
を視察。

１２月
答申に基づき、「飛鳥地方における歴史的
風土及び文化財の保存等に関する方策に
ついて」が閣議決定。

４６年 ４月
財団法人飛鳥保存財団が設立。
松下 幸之助氏が理事長に就任。

４７年 ３月
近鉄「飛鳥」駅前に総合案内所が竣工。
高松塚古墳を発掘調査中に彩色壁画が発
見。

４８年 ３月

高松塚古墳
保存寄付金つき
郵便切手発行。

４９年 ３月 国営飛鳥歴史公園祝戸地区に研修宿泊所
が竣工。

５１年 １０月 高松塚史跡公園内に高松塚壁画館が竣工。
５３年 ５月 高松塚慰霊祠が竣工。

５４年 １２月

昭和天皇陛下が
明日香村に行幸。
高松塚古墳と
壁画館天覧。

５５年 ５月
「明日香村における歴史的風土の保存及び
生活環境の整備等に関する特別措置法」
が施行。

５６年
６月 秩父宮妃殿下が高松塚壁画館を視察。
１０月 季刊誌「明日香風」を発刊。

平成２年 ３月 飛鳥総合案内所が
新装開館。

９年 １０月 インターネットホームページを開設。

１０年 １０月 高松塚壁画館に解説用モニターを設置
（日本語・英語・韓国語）

平成１１年 ６月 飛鳥駅前地場産品直売所の設営に協力。
１３年 ８月 高松塚壁画館が通年開館をスタート。
１３年 １２月 設立３０周年記念誌「飛鳥に学ぶ」を発刊。
１５年 ９月 飛鳥の民俗第二輯「明日香の風土」を発刊。

１６年

３月 総合案内所「飛鳥びとの館」としてリ
ニューアルオープン。

７月
特殊切手「特別史跡キトラ古墳（寄附金
付）」寄附金配分が決定。
キトラ古墳映像と公開機器を整備。

１７年 ８月 「国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策」につ
いてアンケートを全村に実施。

１８年 １０月 季刊誌「明日香風１００号」を発刊。
１１月 高松塚壁画館が入館者５００万人を達成。

１９年
２月 奈良大学と連携協定を締結。

１０月 飛鳥の宿「祝戸荘」をリニューアルオー
プン。

２０年 ７月
第１期飛鳥応援大使を委嘱。
帝塚山大学と連携協定を締結。

２３年 ４月 「財団法人 古都保存団」と合併し、法人名
称を「財団法人 古都飛鳥保存財団」と改称。

２５年 ４月
内閣総理大臣より「公益財団法人」への
移行認定を受け、「公益財団法人
古都飛鳥保存財団」と名称変更。

２７年
７月 高松塚壁画館が入館者６００万人を達成。
８月 広報誌「飛鳥びと」を創刊。

２８年 ４月

上皇上皇后両陛下、
明日香村に行幸。
高松塚古墳と
壁画館天覧。

２９年 ７月 和田林 道宜氏が理事長に就任。

３０年 ９月 「道の駅 飛鳥」
が開駅。

　
本
校
生
徒
の
多
く
が
通
学
で
利
用
さ
せ
て
頂
く
飛
鳥

駅
。
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
飛

鳥
駅
前
を
活
性
化
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
よ
り
「
飛

鳥
駅
前
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

台
風
の
接
近
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
年
も
あ

り
ま
す
が
、
開
催
時
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来
場
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
駅
前
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
と
の
コ

ラ
ボ
で
「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
を
歌
い
踊
っ
た
り
、
会
場
の

方
と
一
緒
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
っ
た
り
、
い
つ
も
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ
た
。」「
来
年

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。」「
あ
り
が
と
う
。」
等
々

の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も
「
や
っ
て
良

か
っ
た
ね
。」「
来
年
も
是
非
今
年
以
上
の
も
の
に
し
た

い
な
ぁ
。」
と
、
開
催
の
た
び
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
感
染
予
防
対

策
に
万
全
を
期
し
、
再
び
開
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。「
飛
鳥
駅
前
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
た
暁
に
は
、
是
非
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

　（
高
取
国
際
高
校
　
生
徒
会
）

『
飛
鳥
駅
前

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
』

古き
もの
・

明日の
もの

高松塚古墳西壁女子群像（模写）

2021年
秋から
冬へ
No.13

財 団 創 立 50 周 年 記 念 特 別 号
稲
つ
け
ば　

皹か
が

る
吾あ

が
手
を　

今こ

宵よ
い

も
か

　
　
　
　
　
　
　

殿
の
若わ

く

子ご

が　

取
り
て
嘆
か
む

　
毎
日
、
稲
を
つ
い
て
あ
か
切
れ
て
た
だ
れ

た
私
の
手
を
お
取
り
に
な
っ
て

　
今
晩
も
ま
た
殿
の
若
様
が
「
可
哀
相
に
な

あ
」
と
嘆
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
え
。

　
作
者
未
詳
（
巻
十
四
―
三
四
五
九
）

　
こ
の
歌
は
農
耕
生
活
の
大
衆
に
歌

わ
れ
た
労
務
歌
の
一
つ
で
す
。

年
貢
米
を
納
め
る
た
め
に
毎
日
稲
を

搗つ

き
、
重
労
働
で
手
に
は
ま
め
4

4

が
で

き
、
あ
か
切
れ
て
た
だ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
辛
い
労
働
を
癒い
や
す
た
め
に
空
想

の
世
界
で
「
高
貴
な
若
様
が
来
て
、

あ
か
切
れ
た
私
の
手
を
取
っ
て
『
可

哀
想
に
な
ぁ
』
と
嘆
い
て
く
だ
さ
る

の
で
す
」
と
自
ら
を
慰な
ぐ

め
る
歌
だ
と

私
は
解
釈
し
ま
し
た
。

　
片
や
身
分
を
超
え
た
恋
の
歌
…
と

解
釈
さ
れ
る
方
も
お
い
で
で
す
が
、

こ
う
し
て
い
ろ
ん
な
取
ら
え
方
を
人

に
与
え
て
く
れ
る
の
が
秀
歌
と
い
う

も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

古都飛鳥保存財団のあゆみ
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私た ちは
古都飛鳥保存 財団の活動を

応援して います　

　
古
都
飛
鳥
保
存
財
団
は
、
本
年
四
月
に
創

立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
行
政
を
は
じ
め
財
界
や
学
会
の
ご
指

導
と
ご
支
援
、
全
国
の
飛
鳥
フ
ァ
ン
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
、
な
ら
び
に
飛
鳥
を
愛
し
て
や
ま

な
い
地
元
の
方
々
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
財
団
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
飛
鳥
保
存

財
団
と
し
て
発
足
し
て
以
来
、
飛
鳥
地
方
の

歴
史
的
風
土
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
古
都
保
存
財
団
と
の
合
併

に
よ
り
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
事
業
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。

　
財
団
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
発
足
当
時

と
比
べ
、
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま

す
が
、
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
の
機
会

を
再
出
発
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
新
た
な
事

業
に
も
挑
戦
し
つ
つ
、
歴
史
的
風
土
の
保
存

と
そ
の
活
用
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
、「
飛
鳥・藤
原
ま
る
ご
と
博
物
館
」（
飛
鳥・

藤
原
文
化
観
光
）
検
定
の
実
施
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　
様
々
な
年
齢
層
の
飛
鳥
・
藤
原
フ
ァ
ン
の

方
々
が
本
検
定
を
受
検
さ
れ
、
よ
り
幅
広
い

知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
単
な

る
歴
史
・
考
古
フ
ァ
ン
か
ら
「
飛
鳥
・
藤
原

の
語
り
部
」
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
さ

ら
に
文
化
観
光
案
内
の
ス
キ
ル
を
身
に
着
け

て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　
今
年
度
は
ま
ず
入
門
編（
筆
記
試
験
の
み
）

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

当
財
団
が
本
検
定
を
実
施
す
る
背
景
に

は
、
２
０
２
４
年
の
「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都

と
そ
の
関
連
資
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
を

目
指
し
、
そ
の
準
備
が
関
係
行
政
機
関
に
よ

り
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
に
は
「
文
化
観
光
推
進
法
」
が
公

布
さ
れ
、
奈
良
県
や
明
日
香
村
で
は
同
法
に

基
づ
く
地
域
計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
六
月
に
は
奈
良
県
文
化
財
保
存

活
用
大
綱
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は

関
係
行
政
機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
文

化
観
光
の
推
進
な
ど
、
飛
鳥
地
方
の
文
化
資

産
の
創
造
的
活
用
に
も
努
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、世
界
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム「
飛

鳥
学
講
演
会
」
の
東
京
で
の
開
催
、
飛
鳥
地

方
を
散
策
し
な
が
ら
世
界
遺
産
候
補
の
文
化

資
産
や
関
連
す
る
古
代
史
を
気
軽
に
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
「
飛
鳥
・
藤
原
散
策
ア
プ
リ
」

の
開
発
、
高
松
塚
壁
画
館
解
説
書
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
等
を
通
じ
た
多
様
な
情
報
発
信

ツ
ー
ル
の
構
築
、
五
十
周
年
記
念
植
樹
の
実

施
な
ど
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
半

世
紀
の
節
目
を
記
念
し
た
事
業
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
新
た
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
業
務
の
あ
り
方
を
今
後
も
模
索
し
つ
つ
、

新
た
な
半
世
紀
に
向
か
っ
て
着
実
に
歩
み
を

重
ね
て
参
る
所
存
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
一
層

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
飛
鳥
を
想
う
」

　
私
の
子
ど
も
の
頃
は
石
舞

台
の
石
の
上
で
遊
ん
だ
り
、

古
池
で
泳
い
だ
り
、
神
社
や

寺
は
遊
び
場
で
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
「
文
化
財
」
と
い
う
認

識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。昭
和
三
十
年
代
、

飛
鳥
寺
な
ど
の
発
掘
に
携
わ
る
奈
文
研
の
先

生
方
が
当
神
社
の
社
務
所
で
宿
泊
を
さ
れ
、

掘
り
出
さ
れ
た
瓦
な
ど
を
洗
っ
て
お
ら
れ
る

姿
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
日
々
目
に
し
て
い

る
う
ち
に
、
こ
の
飛
鳥
と
い
う
土
地
が
歴
史

～ 野趣と繊細さを一度に味わえる幸せそば屋 ～
　全国のファンから通称「明日香のカメそば屋」と呼ばれて
いる「一源庵」は店を構えて15年。万葉書家でもある店主
の前北翔

しょう
秀
しゅう
氏と奥様の千恵子さんが店を切り盛りしている。

　「挽きたて、打ちたて、茹でたて」の“三
み
たて”が命のそ

ば打ちの技術に魅せられて「冷たい“ざるそば”を冬に食べ
ても『うまい！』と言っていただけるそばを出したい」と原
材料にはとことんこだわったという店主の前北氏。
　「福井県丸岡（在来種）」と「長
野県奈川（在来種）の産地から「十
割挽きぐるみ」「十割田舎風」「二八
手打ち」から打ち方を選択できる
のでそば好きにはたまらない嬉し
さだ。
　「おいしいそばの食べ方は？」
の問い掛けに「お好きなようにど
うぞ（笑）」とこれまた嬉しい返答。
　まずはそのまま口に運ぶ。
　次は端にちょいっとつゆをつ
け、さらっさらっとたぐり、口へ。
　次に薬味を入れてづるっづるっ
と流し込む。
　うーん。すすって空気を含んだ
時のそばの香りがたまらなく旨い。
　野趣あふれるそばだけに、つゆ
は秘伝の関西風で。
　これこそ、大人の楽しみなり。

R e s t a u r a n t  i n t r o d u c t i o n

　
明
日
香
に
は
学
生
時
代
に
遠
足
や
修
学

旅
行
で
訪
れ
た
、
と
い
う
人
が
多
い
は
ず

で
す
。
今
思
え
ば
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
か
っ

た
け
れ
ど
、
歴
史
や
文
化
ま
で
は
十
分
に

満
喫
で
き
な
か
っ
た
…
な
ん
て
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
大
人
に
な
っ
て
、

今
だ
か
ら
こ
そ
飛
鳥
の
原
風
景
や
お
寺
・

史
跡
を
巡
っ
て
ほ
し
い
…
。

　
そ
ん
な
方
に
は
お
得
な
「
明
日
香
周
遊

バ
ス
フ
リ
ー
乗
車
券
」が
お
ス
ス
メ
で
す
。

　
観
光
地

図
と
バ
ス

の
路
線
図

を
も
ら
っ

て
、
一
日

何
度
で
も
乗
り
降
り
が
自
由
で
す
。
又
、

近
鉄
で
は
、「
あ
み
ま
倶
楽
部
」
と
い
う

無
料
の
会
員
制
の
ハ
イ
キ
ン
グ
倶
楽
部
が

人
気
で
す
。「
な
る
ほ
ど
、
こ
ん
な
楽
し

み
方
も
あ
っ
た
の
か
」
と
目

か
ら
ウ
ロ
コ
の
私
で
す

是
非
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

　
飛
鳥
か
ら
の
便
り

☎　０７４４‒５４‒３５５５　　　住　明日香村御園9‒2（飛鳥駅徒歩7分）
営　金曜　　　　11：00～14：00　（そば売り切れ次第閉店）土 ･日 ･祝　11：00～14：30
休　月曜～木曜　　　駐　あり

的
に
重
要
な
場
所
で
あ
る
か
を
自
然
と
認

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
高
松
塚
古
墳
壁
画
が

見
つ
か
り
、
日
本
中
が
壁
画
ブ
ー
ム
に
沸

き
立
ち
ま
し
た
。そ
れ
以
降
、飛
鳥
は
徐
々

に
変
わ
り
ま
し
た
。
当
時
の
佐
藤
総
理
大

臣
が
甘
樫
丘
に
登
ら
れ
て
か
ら
多
く
の
著

名
人
が
訪
れ
、「
明
日
香
法
」
成
立
の
た

め
私
も
青
年
代
表
で
意
見
を
述
べ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　
宮
司
に
な
っ
て
は
じ
め
て
の
社
外
で
の
大

き
な
お
祭
り
は
、
高
松
塚
壁
画
館
の
地
鎮
祭

で
し
た
。
郵
政
大
臣
・
松
下
電
器
の
松
下
幸

之
助
氏
・
知
事
・
市
町
村
長
と
い
っ
た
錚
々

た
る
顔
ぶ
れ
の
前
で
の
ご
奉
仕
は
、
そ
れ
は

緊
張
し
た
も
の
で
す
。
ご
依
頼
さ
れ
た
財
団

の
方
々
に
も
、
ま
だ
二
十
代
の
若
造
が
一
人

財
団
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
て

メニュー…
　・○冷 もりそば・明日香風流
　・○温 カメそば・ハイカラそば・にしんそば

︱ 

飛
鳥
・
藤
原
の

名
人
紹
介 

︱

公
益
財
団
法
人
古
都
飛
鳥
保
存
財
団

理
事
長　

で
御
奉
祀
す
る
姿

は
、
さ
ぞ
か
し
頼
り

な
げ
に
映
っ
た
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
五
十
年

も
の
歳
月
が
流
れ
、

飛
鳥
の
発
展
と
共

に
、
私
自
身
も
宮
司

と
し
て
多
く
の
祭

典
、
神
社
の
改
修
事
業
な
ど
、
そ
れ
な
り
に

我
が
道
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
々
を
飛
鳥
に
誘

い
、
心
の
故
郷
と
し
て
の
飛
鳥
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
歴
史
あ
る
地
で

日
々
ご
奉
仕
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
　
　
　
飛
鳥
坐
神
社
　
第
八
十
七
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
飛
鳥
弘
文

手打ちそば処

一源庵

　
本
年
３
月
、
財
団
創
立
50
周
年
の

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
飛
鳥
地

方
の
玄
関
口
の
一
つ
で
あ
る
近
鉄
橿

原
神
宮
前
駅
前
中
央
口
広
場
で
『
ク

マ
ノ
ザ
ク
ラ
』
の
記
念
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
は
紀
伊
半

島
に
野
生
す
る
在
来
の
桜
で
す
が
、

新
種
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
百
年
ぶ
り

に
確
認
さ
れ
、注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　
こ
の
中
央
口
広
場
で
は
、
藤
原
宮

大
極
殿
の
南
門
前
に
７
０
１
年
に
立

て
ら
れ
た
幢ど

う

幡ば
ん
に
見
立
て
、
計
７
本

の
桜
を
配
植
し
て
い
ま
す
。

　
『
古
事
記
』や『
日
本
書
紀
』に
は
、

神
武
天
皇
が
最
後
に
熊
野
か
ら
上
陸

し
、
八や

咫た

烏が
ら
す

に
導
か
れ
な
が
ら
、
現

在
の
橿
原
神
宮
付
近
の
地
に
着
い
て
即
位
し
た
と
い
う
、

有
名
な
神
武
東
征
神
話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
は『
日

本
書
紀
』
編
纂
千
三
百
年
に
当
た
る
年
で
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
記
念
植
樹
に
は
、『
日
本
書
紀
』
編
纂
千
三
百
年

を
記
念
す
る
事
業
と
い
う

意
味
も
込
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
の

記
念
植
樹
が
次
の
半
世
紀

に
向
か
っ
て
健
や
か
に
成

長
し
、
飛
鳥
・
藤
原
の
地

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

飛
鳥・藤
原
の
茅（
地・知
）の
輪
づ
く
り

新子 信子

明日香風流　￥1000
二八手打ちの山かけと粗挽き十割
田舎風の海苔かけの合盛り。

カメそば焼き　￥150
そば粉をブレンドしたたい焼き風。
甘さ控え目のつぶあんがぎっしり。
5年間の構想後に今年完成した。

◀
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ（
令
和
三
年
四
月
開
花
）

◀
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
苗
木

撮影：上山好庸氏

クマノザクラ植栽位置図

古
都
飛
鳥
保
存
財
団
創
立
50
周
年

「
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ

記
念
植
樹
」


